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<報道関係各位>

２００９年６月１０日

－大好評を得た中高生家庭科教材「知っておきたい食べ物の話で受賞－
日化協　消費者教育支援センターより消費者教育教材に関し最優秀賞を受賞
（社）日本化学工業協会

社団法人 日本化学工業協会（会長：米倉弘昌、以下、日化協）は、６月９日（火）、国立オリンピック記念青少年総合センターにおいて開催された財団法人消費者教育支援センター（理事長：有馬真喜子）の２００９年消費者教育シンポジウムにおいて、企業・業界団体を対象に実施した「第６回消費者教育教材資料表彰」の最優秀賞として表彰を受けました。
消費者教育支援センターでは、平成９（１９９７）年より隔年で、企業・業界団体が作成した資料のうち、学校等の消費者教育現場で活用できる教材について表彰をしています。

日化協が平成１９（２００７）年に制作した中高生向け家庭科教材「知っておきたい食べ物の話」は、昨年の「第６回消費者教育教材資料表彰」にて、５２点の応募作品の中から、優秀賞に選定されました。今回は、昨年優秀賞を受賞した１２点の中から、教育現場の先生方より高い評価を得るとともに、消費者教育支援センターの選考委員会で厳正なる審査の結果、最優秀賞に選定されたものです。
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家庭科教材「知っておきたい食べ物の話」は、化学製品に対する正しい知識を提供する活動の一環として発行されたものです。現在、教育現場において「食育」は重要なテーマになっています。しかし、食生活の中で、有害なものでも量によっては問題ないという「リスク」の概念や、コラーゲンを食べればコラーゲンとして体内に吸収され皮膚の張りを保つということは科学的に証明されていないという「代謝」の問題など、必ずしも科学的な知識が普及しているとはいえないのが現状です。化学業界にとってこれら「リスク」の概念など食に対する科学的な知識に対する理解の増進は、化学製品の安全性に関し理解をする上で重要な概念であるため、本教材を作成しました。
制作にあたっては、「バランスのよい食事」や「規則正しい食事と生活リズム」、「（テレビや雑誌などの）情報にふりまわされない」など、当たり前の食生活が重要であることを訴えるとともに、クイズや写真とイラストを多用し、中高生に手元において読んでもらえる工夫をしました。その結果、平成１９（２００７）年度には、全国の高等学校に配布しましたが、予想（他の教材では１０万部程度）を大きく上回る反響を得て、全国の高校の４０％近くから申し込みを得るとともに、４０万部を超える応募を頂戴し配布しました。これらの反響と選考委員会での高評価が今回の表彰につながったものです。
本リリースに関するお問い合わせ先：　社団法人 日本化学工業協会　広報部／青山　TEL.０３-３２９７-２５５５
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